
31134　植調　Vol.56, No.10（2023)

は，窒素やリンが欠乏すると，トレハロースという糖の生産
を倍増させるということだった。つまりパスパルムの栄養素
欠乏に対する耐性の鍵を握っているのはトレハロースらしい
ということになる。
　トレハロースは，2 個のグルコース（ブドウ糖）が結合し
た 2 糖類で，さまざまな動植物において，低温や乾燥，塩
ストレスなどに対する耐性に関係していることが知られてい
る。昆虫の血糖はトレハロースで，それを分解酵素トレハラー
ゼによってグルコースに変えてエネルギー源にしている。
　トレハロースの機能として有名なのが，乾燥状態ではグル
コースをトレハロースに変えて休眠（乾眠）する現象である。
極限環境に強いとされるクマムシがその代表格で，アフリカの
乾燥地帯に生息するネムリユスリカ，塩湖に生息する甲殻類の
アルテミア（シーモンキー），水で戻すと活性化するパン酵母
などもトレハロースを体内に蓄積することで乾眠している。
　トレハロースは，甘さは砂糖の 45％で，あとを引かない
甘味料として重宝されている。それを可能にしたのが，澱粉
の 80％をトレハロースに変換する製法を開発したバイオ企
業の林原である。林原は特別プロジェクトチームを組織し，
有用な土壌細菌を探索することで，澱粉をトレハロースに変
換する反応経路を有するアルスロバクター属の細菌を 1995
年に発見したのだ。

資源リサイクルシステムの重要性
　ならば，トウモロコシのトレハロース量を増やしてやれば，
トウモロコシも少ない肥料で育つようになるのだろうか。こ
れまでも，トウモロコシやイネにトレハロース生合成遺伝子
を導入する研究はされていた。そして，乾燥耐性の向上は確
認されていた。しかし，遺伝子導入によるトレハロース蓄積
量の増加はごくわずかにとどまっていた。
　ここでネブラスカ大学の研究チームは逆転の発想をした。
植物体中のトレハロースの生産量を増やすかわりに，分解を
止めてやればどんどん蓄積するのではないかと考えたのだ。

さっそくトレハロース分解酵素であるトレハラーゼを阻害す
る抗生物質をトウモロコシに作用させたところ，窒素肥料が
なくても生育がよくなった。
　この発見にはさらなる展開もあった。細胞内リサイクルシ
ステムとも呼ばれるオートファジーで重要な働きをしている
遺伝子 atg12 のスイッチをオフにしたところ，トレハロース
量が増加しても，窒素肥料欠乏下での生育向上は見られな
かったのだ。これはつまり，トレハロースを蓄積させてトウ
モロコシの生育を向上させる仕組みには，オートファジーが
大きく関与しているらしいということだ。
　オートファジーを制御する遺伝子群 ATG を 1990 年に発
見した大隅良典さんは，2016 年にノーベル生理医学賞を受
賞した。ATG 発見後の研究で，動物細胞が飢餓状態になる
とオートファジーが起きてアミノ酸がリサイクルされる仕組
みも見つかっている。
　生体のリサイクルシステムはみごとに仕組まれているが，
人間による天然資源のリサイクルシステムは破綻をきたしつ
つある。天然鉱物に依存しているリン酸肥料には枯渇の可能
性があるし，窒素肥料やリン酸肥料の大量消費が環境汚染を
引き起こしてもいる。
　その意味で，作物のトレハロース蓄積を促進することに
よって必須肥料が節約できる可能性は朗報である。今後の研
究の進展に注目したい。
　ところでシーショアパスパルムは，カタールで開催され
た 2022 FIFA ワールドカップのサッカー競技場の芝に採用
されていた。砂漠の国に建設されたすべての試合会場を青い
芝で覆うことができたのは，シーショアパスパルムあればこ
そだったのだ。三笘薫選手の１mm の奇跡を実現した芝が，
もしかしたら第二の緑の革命を起こすかもしれないと考える
と，感慨深いものがある。
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図 -3　�シーショアパスパルムのピッチ上に立つ 2022 FIFA ワールド
カップ アルゼンチン代表チーム（Wikipedia より）
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■協会だより
■緑地管理研究会（リモート開催）
　日時：2023年2月22日（水）10:00～17:00 
　　　オンライン（Zoom）によるライブ配信
　プログラム：
　　講習会（午前）：緑地管理用薬剤の効果的で安全性の高

い利用方法について
　　1) 緑地管理用除草剤・抑草剤の効果的な使用方法（日本

植物調節剤研究協会）
　　2) 緑地管理用農薬を使用する上での注意点（緑の安全

推進協会）
　　講演会（午後）：各利用場面における課題紹介
　　1)「草で草を制す！　グリーンインフラにおける被覆

植物の利用と管理」
　　　① センチピードグラス導入地における初期管理の省

力化検討（ネクスコ東日本エンジニアリング）
　　　② 地被植物利用による緑地省力管理の現状と課題

（中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京）
　　　③ 植物成長調整剤による誘導植生のその後（中部電力）
　　　④ 芝の維持に向けた初期段階での植調剤等の活用

（河川財団）
　　　⑤ 沿道におけるカバープランツを活用した雑草抑制

の取組み（南西環境研究所）
　　　⑥ ノシバと薬剤を用いた水田畦畔や空き地の省力的

雑草管理（日本植物調節剤研究協会）
　　2) 国有地における雑草管理の現状と課題（財務省理財

局国有財産業務課）
　　3) 薬剤紹介（各社からのプレゼンテーション）
　参加費：無料（事前申込み者に参加URLを配付）
　参加申込み：協会ホームページに掲載の開催要領を参照

の上，2月8日（水）までにEメールにて下
記宛に申込書をお送り下さい。

　連絡先：植調協会　総務部企画課
　　 　E-mail: kikaku@japr.or.jp　TEL: 03-3832-4188

■�2023年度植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究
課題の募集について

　日本植物調節剤研究協会では，植物調節剤の有効利用及
び作物・雑草の生理・生態等の研究啓発を目的に，大学，
国立研究開発法人，都道府県の試験研究機関との共同研究
の一環として試験研究を委託している。
　2023年度「植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究
課題」を以下のとおり募集する。

1. 対象試験研究課題
除草剤，生育調節剤等の有効利用及び作物・雑草の生

理・生態の解明に関わる課題とする。
2. 対象者

　都道府県試験研究機関，大学，国立研究開発法人，民
間企業等関係者とする。

3. 期間
　　原則として1事業年度（4月1日～翌年3月31日）とする。
4. 試験研究費
　　原則として1課題当たり50万円（税込み）を上限とする。
5. 応募方法

　当協会理事長宛に申込み文書及び試験研究実施計画書
を提出する。

6. 審査方法
　書面審査により採択課題を決定する。併せてヒアリン
グ審査を実施する場合もある。

7. 成果の報告
　試験研究の成果は当該年度末までに当協会理事長宛に
提出する。また，「植調」誌に記事を寄稿する。

8. 申込み
　　期限：2023年3月末日（必着）
　　宛先：植調協会　総務部企画課（担当：村岡）
　　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6

　TEL：03-3832-4188  FAX：03-3833-1807
　E-mail：kikaku@japr.or.jp

　　必要書類：応募申請書，試験研究実施計画書
　　（必要書類の様式については、企画課にお問合せ下さい）

■人事異動
2023年1月1日付
　任  　　　事務局技術部  青木　梨乃
　命  　　　事務局総務部総務課長  志知　昇
　命  　　　研究所試験研究部長  金久保　秀輝
　命  　　　研究所試験研究部  飯村　太玖巳
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